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We would like to introduce our new project to develop a course program for the 4-year system of graduate school of
pharmacy Tohoku University after the 6-year program of the college of pharmacy. New course program designed will be
two ˆelds of `cancer chemotherapy' and `life-style related diseases' for clinical specialists and scientists of pharmacy.
Our vision through this new program is to educate and produce the preeminent personnel being responsible for the safety
and eŠective pharmaceutical care service in the clinical settings, with having the practical professional knowledge, skill
and highly research ability, such as doing intervention and recommendation against a prescription planning process with
an appropriate drug use. The personnel educated using our program will be called `a next generation type pharmacist (or
a Japanese-style pharmacist practitioner)'. Our program is a joint project with the graduate school of medicine and the
university hospital, Tohoku University. The College of Pharmacy, Tohoku University placed two new laboratories and
employed six faculties who are registered pharmacists in order to achieve above, and they also hold the post of phar-
macist of the university hospital. And graduate students who are registered pharmacists also work in the university
hospital now.
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1. はじめに

平成 18 年度から薬学 6 年制がスタートし，4 年

制の創薬科学科と 6 年制の薬学科のカリキュラムが

並行して走っている．大学院教育においては，博士

（薬科学）を修得する 4 年制の上に置く 2＋3 コー

ス，博士（薬学）を修得する 6 年制の上に置く 4 年

制コースとなる．既に 2＋3 コースのうち修士課程

はこの春より動いている．そして平成 24 年 4 月に

は，薬学として初めての 4 年制コース大学院が始ま

ろうとしている．東北大学大学院薬学研究科におい

ては，学生にとって“魅力ある大学院”を目指して，

“教育改革”，“医療現場（ニーズ）の変化”への対

応，をキーワードとして 6 年制の大学院教育のため

のカリキュラム作りに取り組んでいるので紹介した

い．

2. 学生の大学院進学希望調査について

平成 21 年 3 月，東北大学薬学部の学生（創薬科

学科学生 60 名，薬学科学生 20 名）を対象に無記名

のアンケート「あなたは大学院に進学しますか？」

を行った．なおアンケートの回収率は，創薬科学科

80％（59/74），薬学科 100％（20/20）であった．

創薬科学科学生を対象とするアンケートの結果，

「必ず進学する」，「できれば進学する」，「関心があ

る」と回答した学生は，それぞれ 40 名（68％），15

名（26％），0 名（0％）であり，94％の学生が大学

院進学に対して積極的であった．一方，希望しな

い，わからないと回答した学生は，それぞれ 2 名

（3％）であった．創薬科学科学生は，まずは修士

コースに進学してから各人のキャリアパスを考えて
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いることから，大学院への進学希望が非常に高かっ

たものと考えられる．

薬学科学生を対象とする場合は，「必ず進学す

る」，「できれば進学する」，「関心がある」と回答し

た学生は，それぞれ 2 名（10％），2 名（10％），5

名（25％）であり，45％の学生が大学院進学を考え

ていた．しかしながら，「希望しない」と回答した

学生が 6 名（30％），「わからない」と回答とした学

生が 5 名（25％）であった．これより，薬学科学生

の中に大学院進学希望者がいることが明らかになっ

た一方で，現時点では迷っている学生や判断がつか

ない学生が多いことがわかった．薬学科の学生にと

っての大学院進学は，博士取得を目指すものであ

り，自分の将来にとって本当に博士の学位が必要か

どうか，学位の取得がどのように自分の人生に有利

に働くものであるのかがイメージできていないもの

と考えられた．

3. 東北大学大学院薬学研究科の大学院教育目的

など

現在の本学における教育目的は，広範囲な薬学分

野の知識と技術の修得を通じて，“独創的な発想”

と“国際的な競争力”を備えた薬学研究者あるいは

技術者を育成することにある．博士前期課程（修士）

においては，学部教育で獲得した基礎的知識・技術

に立脚して，“薬の創製から適正使用までの高度な

知識と応用力を修得する”ことがある．博士後期課

程（博士）においては，最先端の創薬科学研究ある

いは臨床薬学研究を“自らの力で推進できる能力を

涵養し，優れた研究者に育つ”ことがある．Figure

1 に本学の研究分野を示した．学生は，各分野にお

いて最先端の研究に参画しながら，問題発見能力，

問題解決能力，指導能力，コミュニケーション能

力，リーダーシップ，などを磨くことになる．

4. 4 年制大学院の人材育成について目指すもの

薬学研究科の現行のアドミッションポリシーは，

「（前略）博士課程後期 3 年の課程では，新しい“薬

の創製”や“薬物の作用機序の解明”，さらに“医

療の中での薬物の適正使用に関する研究”に強い興

味を抱き，創薬・薬物科学の領域で“リーダーシッ

プ”をとり，“薬を通して社会に貢献することを希

望する人”を求めています」とある．1) 4 年制大学

院の先輩である医学研究科，例えば東北大学大学院

医学系研究科のアドミッションポリシーでは，「“自

立して研究活動”を行い，又は専門的な業務に従事

するために必要な“高度な研究能力”を備えた“医

学研究者”を目指す方を求めている」とある．2)

平成 21 年 3 月 23 日に薬学系人材養成の在り方に

関する検討会から公開された薬学系人材養成の在り

方に関する検討会第一次報告の中で，今後の薬学系

大学院教育の基本的な考え方として，「6 年制の学

部を基礎とする大学院においては，医療の現場にお

ける臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とし
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た高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤師等

の養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬学に関する

教育研究を行うことを主たる目的とする．一方，4

年制の学部を基礎とする大学院においては，創薬科

学等をはじめとする薬学領域における研究者の養成

に重点をおいた教育研究を行うことを主たる目的と

する」とある．3)さらに「幅広く医療関連分野で活

躍できる人材を養成する観点から，臨床的な課題を

対象とする大学内での教育だけでなく，臨床現場で

の実践的な活動のほか，当該専門領域に係る学術的

な知識や研究能力等を体系的に修得させるための教

育プログラムが必要と考えられる｣3)とあり，「6 年

制の学部を基礎とする大学院において行われる教育

内容は，臨床的な課題を対象とし，その研究を実践

するためのフィールドが必要なことから，大学関係

者は医療機関・薬局等関連施設との積極的な連携が

必要である｣3)とある．したがって，医学系研究科

のアドミッションポリシーを十分に参考にすれば，

4 年制大学院におけるアドミッションポリシー案

は，「自立して研究活動を行い，又は専門的な業務

に従事するために必要な高度な研究能力を備えた薬

学研究者（薬剤師等）を目指す方を求めている」と

するのがよいのではないか．この中で，“薬学”と

いう専門性に基づいて，独創的・先端的研究を推進

できる薬学研究者の養成，指導的薬剤師（ファーマ

シストサイエンティスト）の養成，橋渡し研究に貢

献できる人材の養成，領域横断的研究の推進あるい

は他の研究科との連携をコーディネートできる人材

の育成が行われることが望まれる．

5. 次世代型専門薬剤師養成のための教育システ

ム構築

本学では平成 20 年度に特別教育研究経費（教育

改革）「高度医療を担う次世代型専門薬剤師育成の

ための実践的臨床薬学教育システム構築」が採択さ

れた．本事業（5 年間）では，医療過誤を防止し，

薬物治療の有効性と安全性を向上させるために薬剤

師の責任強化と質的向上が求められている中，薬剤

師が医師に協力して薬剤の処方設計に積極的に関与

できる新しい医療体制を東北大学病院に導入し，処

方設計に関する高度な知識と研究能力を有する次世

代型専門薬剤師を，臨床の場における実践的教育・

研究を通じて育成するための教育システムを構築す

ることを目的としている．事業を提案するにあた

り，医師，薬剤師，看護師に対する事前のアンケー

トにおいても本事業で養成する薬剤師の必要性に

90％が賛同を示す結果であった．また，特に病院薬

剤師を志望する学生においては，本プログラムを

84％の学生が受講を希望していた．

まず，2 つの治療専門領域，すなわち“がん化学

療法”と“生活習慣病治療”においてシステム構築

を進めることとした．そして，薬学研究科にこれら

を担当する，がん化学療法薬学分野と生活習慣病治

療薬学分野を新設し，それぞれ教員 3 名を配置した．

第Ⅰ期（平成 20 年 4 月平成 22 年 3 月）におい

ては，◯大学病院内に“処方設計支援室”を設置

（平成 20 年 10 月平成 21 年 8 月），◯大学病院薬剤

部内の業務連絡会．室長会への参加，◯薬剤師スキ

ル（大学病院薬剤部内での調剤，無菌製剤調剤，薬

剤管理指導業務等）の確認と研修，◯病棟活動（薬

剤部員として薬剤管理指導業務など），◯大学病院

内で企画される医療従事者向け各種勉強会への参加

（例えば，リスクマネージメント，NST 研修会，疾

病管理関連），◯関連診療科で行われる診療カンフ

ァレンスへの参加，◯病院内の勉強会における講師，

◯薬学研究科大学院生への実務・研究指導，等を行

った．平成 21 年 8 月には，星陵メディカルキャン

パス内に“薬学研究科臨床薬学教育研究棟（プレハ

ブ棟）”を設置し，活動拠点を充実させた．

この中では，特に「師の背中を見て育つ」，「師と

ともに学ぶ」という点が重要である．したがって，

薬学研究科所属の教員が医療の実践の場である東北

大学病院を兼務して教育と研究指導に当たれる体制

を整備した．これは，医学研究科所属の教員が“医

師”として大学病院を兼務して診療に従事しなが

ら，研究，教育，卒後研修等に寄与している姿と同

じである．

本事業計画において，新制度の博士課程学生だけ

でなく，現行の修士課程及び博士課程の学生も対象

として教育システムの構築とプログラム開発を行う

ために，薬学研究科所属の大学院学生（薬剤師）が

診療現場で従事できる環境を準備した．すなわち，

薬学研究科と大学病院間で協議が重ねられ，平成

21 年 2 月 27 日に「薬学研究科所属の大学院生（薬

剤師）薬剤業務支援に対する謝金の支払いについて」

が制定され，薬剤師免許を有する大学院生は“薬剤

業務支援者”として，日常の診療に参加し，謝金の
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支払いをうけることが可能になった．また，平成

21 年 4 月 14 日付の病院長から薬剤部長への通知に

従って，薬学研究科所属の大学院生（薬剤師）の東

北大学病院薬剤業務支援に対する謝金が支払われて

いる．これより，プログラム開発のため，新制度の

博士課程学生の入学を待たずに，現行の修士課程

（2 年制）及び博士課程（3 年制）の学生を対象とし

て，教育システムの構築とプログラム開発を行うこ

とを可能とした．

5-1. 生活習慣病治療薬学分野における実践的薬

学教育・研究 生活習慣病治療薬学分野において

は，まず薬剤師業務実践の場となる糖代謝科/腎・

高血圧・内分泌科に薬剤師として教員が常駐し，病

棟において薬剤師資格を有する大学院生を教員が指

導する体制作りに取りかかっている．そこでは，薬

剤の処方決定業務に携わる新しい医療体制を作り，

それを基盤とした大学院での教育研究指導システム

を構築している．また，臨床現場で持ち上がってい

るような薬学的問題に対し，学位論文作成研究（基

礎研究や臨床研究）を指導し，高度な薬学的知識と

問題解決能力を有する人材育成を目指した教育を実

施している．さらに 6 年制薬学部教育の中軸である

病院長期実務実習（本学では医療薬学病院実習）に

おいては，東北大学病院において腎機能低下患者に

おける持参薬及び処方薬の適正使用調査，糖尿病代

謝科のカンファレンス・総回診への参加，糖尿病教

室への参加，医療チームミーティングへの参加など

をカリキュラムに組み込み，特徴的な実習実施に貢

献している．

平成 21 年度においては，大学院生の大学病院薬

剤部等において研修プログラムを計画・実施した．

すなわち，◯調剤室研修（3 ヵ月間），◯管理室研

修（1 日間），◯処方せん解析研修（3 週間），◯症

例解析研修（1 週間），◯指導記録（SOAP）研修

（3 日間），◯疑義照会研修（3 日間），◯薬剤管理指

導見学（2 週間），◯薬剤管理指導研修（3 週間），

◯薬剤管理指導実践（服薬指導），◯勉強会への参

加（心電図勉強会，胸部写真勉強会，生活習慣病セ

ミナー）である．大学院生の習熟度の評価は，◯調

剤技術の習熟度として，大学病院薬剤部員による見

極め，◯各種研修の習熟度として，ポートフォリオ

による目標設定と評価，◯病棟での服薬指導の習熟

度として，a）薬学的管理に関する情報収集，

SOAP 方式による記録の教員による監査とフィー

ドバック，b）服薬指導時の教員の立ち会いによる

形成的評価，によって行っている．

5-2. がん化学療法薬学分野における大学院生の

薬剤師研修を通じた医師への処方支援例 大学院

生の参加した研修や勉強会を通して見い出された問

題の一例として，セツキシマブ起因性皮疹対策が挙

げられる．この皮疹は，多くの患者にみられる有害

事象であり，患者の QOL，治療の継続に影響を与

えていた．それまで皮疹に対する対策は，各診療科

に任されており，一元化は行われていなかった．そ

こで，大学院生達はその解決策としてセツキシマブ

起因性皮疹対策の医師への情報提供を計画し，◯情

報提供に必要な項目の考案，◯情報収集，◯情報提

供用資料の作成を行った．この作成した資料に基づ

き，担当薬剤師を通じて医師に対して情報提供を行

った結果，提案した皮疹対策（ロコイドクリーム，

マイザー軟膏，ヒルドイドソフトのセット処方）を

日常業務内の処方へ反映することとなった．これに

より，患者自身の皮疹に対する早期対処が可能とな

り，皮疹の悪化予防，治療の継続，QOL の向上に

つながることが期待される．このような教育プログ

ラムは，大学院生の受講モチベーションを向上さ

せ，かつ患者への早期フィードバックも期待でき

る．さらに医療現場を通じて得られた経験を基礎薬

学研究と連携させ，その成果を臨床に還元できるシ

ステムを構築することにより，より実践的な問題解

決能力を有する次世代型薬剤師の育成に有用である

と考えられる．

5-3. がん化学療法処方設計支援基礎実習カリキ

ュラムの構築 薬剤師免許を有する大学院生 3 名

が東北大学病院において 3 ヵ月間のがん専門薬剤師

養成研修を経験し，その体験を踏まえ，修得が必要

と判断した“現場で求められる薬剤師の知識・技

能・態度”に関する内容について整理し，学生自身

が一般目標と到達目標を策定した．3 ヵ月間の経験

から，医療現場における薬剤師業務と現在の薬学教

育内容とのギャップを感じ，それを明確化すること

ができた．すなわち，

A. がんに関する情報

一般目標：患者に有効性と安全性の高い治療を

提供するために，がんの病態・診断・治療に関す

る実践的知識，技能を修得する．
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B. 抗がん剤計数調剤

一般目標：調剤を通じて患者に最適な医療を提

供するために，調剤，医薬品の適正な使用法並び

にリスクマネージメントに関連する実践的知識，

技能，態度を修得する．

C. 抗がん剤無菌調製

一般目標：患者に安全性の高い治療を提供する

ために，無菌調製の必要性を認識し，無菌調製を

適切に行うための実践的知識，技能を修得する．

D. 薬剤管理指導業務

患者の安全確保と QOL 向上に貢献できるよう

になるために，がん患者に対する薬剤管理指導に

関する実践的知識，技能，態度を修得する．

の A―D から構成され，例えば「A. がんに関す

る情報」は，以下の 5 つの学習項目からなり，各学

習項目には SBOs を設定した．

a) がんの病態（SBO 1）

b) がんの診断（SBOs 24）

c) がんの治療（SBOs 517）

d) がん化学療法に関する情報の収集・整理

（SBOs 1838）

e) レジメンの基礎学習（SBOs 3952）

知識の習得に必要な教材・ツールの提供及び学習

機会の設定としては，◯東北大学病院に登録されて

いるレジメンを用いた学習，◯東北大学病院がん専

門薬剤師研修プログラムの講義の受講等とした．

5-4. 他の教育プログラムとの連携 東北がん

プロフェッショナル養成プランを始めとする医療従

事者向けのセミナー，講義・実習等を積極的に受講

させ，単位認定することも実践的な能力養成に有用

であると考えている．

6. 4 年制カリキュラムの全体像

Figure 2 にモデルプログラムの全体像を示した．

4 年間を通じて，実践能力と研究能力を磨ける．1

年目前半においては，基本的な薬剤師業務とともに

専門的薬剤師基礎力の修得を行う．後半より薬学研

究へ参加することにより，研究技術の修得を行う．

また，薬剤師として日常診療に継続的に参加するこ

とにより，専門的薬剤師力を段階的に学ぶ．2 年目

と 3 年目は自分のテーマに則した薬学研究を通じて

自立できる研究者としての実践力を学ぶ．4 年目

は，学位論文審査の準備期間とする．同時に，症例

検討会，他領域とのリサーチカンファレンス，講

義，演習，セミナーへの出席を通じて幅広い知識も

身につけることになる．学会の認定する専門薬剤師

の出願資格においては，学会などにおける症例報告

や研究報告，学術雑誌への原著論文掲載などが求め

られるため，これを支援することも魅力の 1 つにな

ればと考えている．

7. 最後に

学生にとって魅力のある 4 年制大学院を目指した

カリキュラム作成の一端を紹介させて頂いた．東北

大学においては，まずがん化学療法薬学分野と生活

習慣病治療薬学分野の 2 コースのカリキュラム作成

と充実化を始めたところである．このコース制度

は，現在の社会や志望者のニーズと未来を踏まえて

検討し，さらにラインナップ数の増加と充実化が必

要であると考えられる．今後，各学生のキャリアパ

スに応えられる中身であることをいかに志望する学

生に伝えられるかが重要であると考えている．

薬学という共通領域は各国にあるが，それぞれの

国の事情に応じた教育体制を工夫して作り上げてい

るのが現状である．わが国においては，わが国なり

の制度をしっかりと着実に作り上げていくことが大

切であり，今がまさにその大きな一歩を踏み出そう

としていると言える．
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